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新型コロナウイルス感染症の影響により、例年とは異なる日々が続いております

が、みなさまいかがお過ごしでしょうか。 

まずは、医療従事者の会員、行政や関係機関で今も連日遅くまで対応に当たられて

いる会員には、心より感謝申し上げます。 

本邦では感染症の第一波が収束に向かいましたが（６月現在）、世界では未だに感染拡大が続いており、今後

の経済動向においては茶道を含め伝統文化に関わる産業への影響が心配されるところです。 

残念ながら、全国大会を始めとした様々な青年部行事が中止となっている状況であります。今は、わたした

ちにできることを各々が考え、それを実践に移すことが大切ではないでしょうか。例えば青年部会員は、SNS を

はじめ多くの情報に触れる機会が多い世代だと思います。感染症対策の情報、裏千家ホームページの更新情報、

全国の青年茶人の発信する情報…それらをご自身の先生にお伝えするのも、「今できること」の一つかもしれま

せん。新潟青年部としては、今できることとしてお手元の機関誌『にじりぐち』を発行する運びとなりました。 

また、会員のみなさんは青年部という組織に属している訳ですので、茶道以外でも本当にお困りの際には、同

じ会員に声を掛け、頼る事も良いのではないでしょうか。 

日本には四季があり、必ずや春が訪れます。希望をもって今を過ごし、新しい生活様式から一歩進み、以前の

ようにお稽古や青年部活動に参加できる日々が再び訪れることを切に願っております。 

新潟青年部広報誌 

発行：茶道裏千家淡交会新潟青年部 

編集：新潟青年部広報委員会 

青年部綱領  

 われわれ茶道を愛好する青年としての自覚に

より淡交会の諸活動に協力し、お茶を通じて良

識ある近代人としての人間形成に努め、同志的

結合によって結ばれた友情と情熱で正しい地域

社会発展のために努めよう。 

今できること        
豊嶋 吉鎮（片山宗雪社中） 
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「
あ
～
…
こ
の
日
が
来
ち
ゃ
っ
た
な
ぁ
」 

卒
業
生
を
送
り
出
す
の
は
非
常
に
寂
し

い
か
ら
、
迎
え
た
く
な
か
っ
た
卒
業
茶
会
当

日
。 卒

業
生
の
皆
様
は
、
行
事
が
あ
れ
ば
、
い

つ
も
後
ろ
か
ら
支
え
て
く
れ
た
。
沢
山
、
頼

ら
せ
て
頂
い
た
し
、
お
バ
カ
な
事
を
言
っ
た

り
し
て
楽
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
思
い
出
が
次

か
ら
次
へ
と
頭
の
中
を
巡
る
。 

感
謝
の
気
持
ち
一
杯
、
思
い
出
い
っ
ぱ

い
。 厳

粛
な
思
い
で
、
小
間
で
濃
茶
。 

楽
し
い
最
後
の
時
間
を
、
広
間
で
薄
茶
。 

部
員
一
同
で
あ
れ
こ
れ
ア
イ
デ
ィ
ア
出

し
て
精
一
杯
、
茶
会
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
「
青
年
部
、
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
」
と
、

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
か
？ 

こ
れ
か
ら
も
お
茶
の
道
は
続
き
ま
す
。 

ま
た
一
緒
に
お
茶
の
時
間
を
楽
し
め
た

ら
嬉
し
い
で
す
。 

卒
業
生
の
皆
様
と
出
会
え
た
事
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

石
川 

史
嗣 

（
青
島 

宗
智
社
中
） 

新潟青年部 令和元年 卒業茶会 

令和元年 12 月８日（土） 

於：燕喜館 
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薄茶席は 4 つの点前座を作りました。くじ引きでお点前をする人、お茶を飲

む人を決めて、お話をしながらそれぞれの点前座を回って楽しみました。 

食事やお菓子は全て 

会員が手作りしました。 

濃茶席は茶人らしく

厳かに… 
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①青年部行事の中で、一番楽しかった行事は何ですか？ 

②青年部で「こんなことしてみたかった」ということはありますか？ 

③現青年部会員の後輩たちへ一言。 

小林 敬子さん  （片山宗雪社中） 

①迎えていただいた時の新入会員歓迎会。夜、外で蛍

を愛でつつのお茶会が本当に素敵でしたし、迎えて

くださった皆さんがとても優しくてうれしかったで

す。 

②やってみたかったことというか、やるなら、もっと

やったらやっただけ楽しかったんだろうなと思いま

す。あまり活動できなかったので。 

③幽霊会員ですみませんでした。「やりたいことやった

もん勝ち、青春なら～♪」で、楽しく、日本文化を受

け継いで広めてください。ありがとうございました。 

赤坂 祐二さん  （柳本宗閑社中） 

①県外での大会等。皆で色んな所に行けて、よ

その人達と交流出来たから。 

②一般人を巻き込んだ茶会。新規入会に繋がる

ような気がするので。 

③５０歳ってアッという間なので、やりたい事

や行きたい所に躊躇せずに参加したらよろし

いと思います。 

良い出会いを。 

金永 里香さん  （柳本宗閑社中） 

①お茶会でしょうか。自分では思いつかな

い創意工夫に感嘆し、また予期せぬ出来

事には互いを思いやりながらあたって。 

②金継ぎでしょうか。 

③この場を借りて、感謝とお礼を。大変お

世話になりまして、ありがとうございま

した。 

貝津 智佳子さん  （小林宗恒社中） 

①ブロック大会のお出かけ 

道中も 行った先でのお茶会や 散策 

②花月 

③気のきいた言葉がうかびません 

ありがとうございました。 

と よろしくお願いします♪ 

西川 裕さん  （片山宗雪社中） 

①飲み会 

②宗家表敬 

③散る桜、送る桜も散る桜 

白鳥 三恵子さん  （冨澤宗典社中） 

①上越委員会で金沢に日帰り旅行に行ったことで

す。青年部コネクションをフル活用して宮崎寒

雉さんや大樋さんのところに行ったり、お茶友

だからこそ一緒に楽しめる場所に行けて、本当

に有意義で楽しい一日でした。 

②いろいろ体験しました。満足です。強いて言え

ば、金継ぎ体験…。あと、登山して山頂で一服

とか？ 

③とにかく行事に参加すればするほど楽しくなり

ますから、恥ずかしがらず、億劫がらず、どん

どん参加したほうが良いですよ～～ 


